
1

株式会社Sharing Innovationsの

完全子会社化に関する補足資料

株式会社Orchestra Holdings

2026年8月26日
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Sharing Innovations 完全子会社化の概要
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株式交換によりSharing Innovationsを完全子会社化し、グループ内の経営資源を一体的に活用することで、DX事業のさらなる成長を

目指します。

本株式交換では、過去に取得した自己株式を対価として活用する予定であり、新株発行は行いません。

Orchestra

Holdings

Sharing

Innovations

株式交換により
100%子会社化

過去に取得した自己株式を対価として活用

新株発行 0株

10/26 SI臨時株主総会

11/25 SI最終売買日

11/26 SI上場廃止

11/30 株式交換効力発生日

スキーム：株式交換 主要条件 スケジュール

交換比率

SI 1株 = OH 0.478株

交付株式数

510,791株

※：OHはOrchestra Holdings、SIはSharing Innovationsの略称となります。
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完全子会社化の目的
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Sharing Innovations単体での最適化から、グループDX事業全体の最適化へと移行し、さらなる事業成長に向けた再編を進めていくこ

ととしました。

完全子会社化で実現すること

営業・開発リソースの相互活用
各社が有する営業・開発リソースを相互に活用することで、大型案件や
複合的な案件への対応力を高め、受注機会の拡大を目指す

人材・技術ノウハウの共有
人材や技術ノウハウをグループ内で共有し、採用・育成・品質管理を横
断的に進めることで、生産性およびサービス品質の向上を図る

顧客基盤の相互活用
各社が有する顧客基盤を活用し、SI顧客へのOHグループサービスの提供
や、OHグループ顧客へのSIサービスの展開を推進する

意思決定の迅速化
少数株主への配慮を前提とした意思決定上の制約を解消し、成長投資や
人材配置などをより迅速かつ機動的に実行できる体制を構築する

その先に目指す姿

AI・データ領域への横断投資／エンジニア採用・育成の一体化／大型案件への共同提案・共同開発／合併・会社分割を含む再編検討

※：OHはOrchestra Holdings、SIはSharing Innovationsの略称となります。
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完全子会社化の目的
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各社の連携を強化し、意思決定の迅速化と事業成長を加速します。約800名のDX人材と、各社が持つ技術・顧客基盤・ノウハウを結集

し、グループ一体でさらなる成長を目指します。

株式会社Orchestra Holdings

㈱Sharing Innovations ㈱SALTO㈱ヴェス ㈱ケーウェイズ

㈱日本技研

プロフェッショナル

アーキテクト

クラウド
Salesforce
データ/AI

DX事業

東証プライム市場
上場

ソフトウェア品質
第三者検証

Webシステム
基幹システム
公共システム

RFID
IoT

自動認識

幅広い開発力
インフラ対応力
高い営業力
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自己株式を活用し、新株発行を伴わず完全子会社化
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過去に取得した自己株式を株式交換の対価として活用。

1.今回の株式交換の概要 2.自己株式の活用状況

新株発行なし 過去の自社株買いを活用

保有自己株式 692,832株

株式交換で交付 ▲510,791株

充当後残存株式数 182,041株

新株発行 0株

自己株式の交付 510,791株

自己株式取得
平均株価 938円

株式交換契約締結日
前日の株価終値 1,225円



Vision

創造の連鎖
– 事業を通じて創造の志士を輩出し続ける -
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免責事項

将来の見通しに関する注意事項

⚫ 本発表において提供される資料ならびに情報はいわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みます。こ

れらは、現在における見込み、予測及びリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結果

を招き得る不確実性を含んでおります。それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨

為替変動といった一般的な国内及び国際的な経済状況が含まれます。

⚫ 今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含まれる「見通し情報」の更新・修正

を行う義務を負うものではありません。

⚫ 当社は、将来の事象などの発生にかかわらず、既に行っております今後の見通しに関する発表等につき、開示規則によ

り求められる場合を除き、必ずしも修正するとは限りません。

⚫ 当社以外の会社に関する情報は、一般に公知の情報に依拠しています。
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